
第 2 章　現状と課題

3　高齢者福祉施策に関する市民の要望

北九州市では、毎年度、市民意識調査を実施し、市民の市政全般に対する「評価」と「要望」
について、調査しています。市政要望では、「高齢社会対策の推進」が8年連続1位となってい
ます。一方、市政評価では、「高齢社会対策の推進」は、平成30年度は8位、令和元年度は9位、
令和2年度は10位となっており、高齢化が進む中、市民からは、高齢社会対策の更なる推進
が求められているといえます。

また、「令和元年度北九州市高齢者等実態調査」で、高齢者福祉施策のうち、北九州市が
どのような施策に力をいれていくべきか尋ねたところ、一般高齢者では、「在宅で介護する
家族に対する支援の充実」が44.8％で最も多く、次いで「介護に関する相談窓口や相談体
制の整備」43.5％、「利用者が介護サービスを適切に選択することができる情報の提供」が
42.3％の順となっています。

在宅高齢者本人では、「在宅介護のためのヘルパーやショートステイなどのサービスの充
実」が42.6％で最も多く、次いで「在宅で介護する家族に対する支援の充実」41.7％、「認知
症高齢者対策の充実」が41.0％の順となっています。

在宅高齢者（介護者）では、「特別養護老人ホームや認知症グループホームなどの介護施設
の整備」が38.7％で最も多く、次いで「在宅介護のためのヘルパーやショートステイなどの
サービスの充実」38.1％、「在宅で介護する家族に対する支援の充実」が37.6％の順となっ
ています。

若年者では、「在宅で介護する家族に対する支援の充実」が57.4％で最も多く、次いで「在
宅介護のためのヘルパーやショートステイなどのサービスの充実」52.1％、「特別養護老人
ホームや認知症グループホームなどの介護施設の整備」が50.8％の順となっています。
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一般 N=1,894
在宅（本人） N=1,579
在宅（介護者） N=1,579
若年 N=1,243
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健康づくりや介護予防に
関連した事業の充実

高齢者の生きがいづくりや
仲間づくりの支援・社会参加の促進

高齢者の就業や起業、
NPO活動などへの支援の充実

認知症高齢者対策の充実

財産管理や成年後見
などの権利擁護の充実

虐待を防止する制度や取組の充実

介護に関する相談窓口
や相談体制の整備

在宅介護のためのヘルパーや
ショートステイなどのサービスの充実

特別養護老人ホームや認知症
グループホームなどの介護施設の整備

高齢者に配慮した優良賃貸住宅
などの住宅整備の促進

在宅で介護する家族に
対する支援の充実

利用者が介護サービスを適切に
選択することができる情報の提供

病院や診療所などの医療機関の充実

その他

無回答

（複数回答可）
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【資料】 令和元年度北九州市高齢者等実態調査

○北九州市が力を入れていくべき施策について
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